







































































した。現代社会において, 自己愛は 1つのキーワー ドになつているといえる。
自己愛に関する実証的研究は,Raskm&HJl(1979)がNarcissisuc PersOndity lnventory(自己愛人格
目録,以下NPIと略)を開発したことをきつかけに大きく進歩した。NPIは,誇大的な自己意識を持ち,




































(Flgure l)。一方,中山 。中谷 (2006)は,「誇大性」(無関心型に対応)と「評価過敏性」(過敏型に対
応)の2つの下位尺度により構成される「評価過敏性一誇大性自己愛尺度」を開発した。これは,ほぼ
無相関の2種類の自己愛を測定するもので,それらの自己愛そのものを直交する軸としてモデルが構成























Flgure l 小塩 (2002,2006)による自己愛傾向の2成分モデル
方法
1 研究協力者






自己愛人格目録短縮版 (NPl―S) 小塩 (1999)に示された30項目について,4件法で回答を求めた。
小塩 (1999)では5件法が採用されていたが,本研究では回答が中央に偏ることを避けるため4件法に
変更した。






















































′<01)であり,男子 (静1186,湿>359)よりも女子 (静13.62,SD-410)の適応感が高かつた (Figure
2)。また,男子における自己愛総合の効果 (F(1,360)=3926,′<001)と女子における自己愛総合の効果
(■1,360)=921,〆。01)も有意であり,それぞれ自己愛総合低得点群 (男子 惨 H86,SD=359/女子
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自己愛総合    低  高
注目一主張 主張 注目 主張     注目 主張 注 目
性別                   男 女 男  女  男  女  男  女  男  女
52    36
?
低








1351  1612  1508  1446  1534  1415
451  424  450  462  449  457
1038  1279  1161  1145  1122  1183
351   386  416  360  387  385
1568  1762  1685  1638  1611  1709
396  308  364  374  390  342
1282  1539  1456  1359  1373  1436
397  377  416  396  419  394
1085  1444  1278  1236  1263  1248
364  434  440  435  441   434
1085  1414  1244  1239  1203  1280
398  383  436  413  414  430
1392  1380  1466  13 16  1416  1356
358  358  348  352  354  360
1391 352 151263 16661629 16381489
446  45    453  455    396  434    442  410
954  1078    983  1109   1248  1344   1269  1256
38 72   298  349    399  423    377  344
1406  1680   1544  1591   1730  1883   1717  1731
385  331    420  407    373   195    306  306
1160  1416   1204  13 11   1580  1624   1510  1436
389  384    340  431    427  319    376  359
969  1140   1085  1109   1534  1434   1412  1392
263   346    360  427    418  468    438  410
929  1156   1067  1137   1398  1456   1358  1467
359  431    368  398    367  392    388  389




369  338    378  339    359  334    289__398
Table 5 分散分析の結果 (F値)
主効果 交互作用
自己愛総合  注目―主張   性別   総合×注目主張  総合X性  注目主張×性
部活動への意欲  2904***   157     415*      31      00     148
学習への意欲   4043***    00     455*      66     116      47
友人との関係    3182***    60     1072**    206     107     6H*
家族との関係   4272***   388*    427*     148     585*    272
教師との関係    7546***    22      20      219     349      16
誕菫貿各薇表計1            7092***        30           793 **           82            62            42
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例 国語の授業が好きだ。 4 ③ 2 1
男 子 女 子































1 私は,才能に恵まれた人間であると思う。 4 3 2 1
2 私には11みん|なの注目を集めたいとし,ヽう気持ち―があ|る: 4 3 2 1
3 私は,自分の意見をはつきり言う人間だと思う。 4 3 2 1
4 私|は:同り|の人達より優れ|た才能を,持うてレーヽると思う: 4 3 2 1
5 私は,みんなからほめられたいと目つている。 4 3 2 1
6 私は,ひかえめな人間とは正反対の人間だ.こ―思う: 4 3 2 1
7 私は,周りの人達より有能な人間であると思う。 4 3 2 1
8 私は:||どちらかといえば注目される人間になりたい。 4 3 2 1
9 私は,どんな時でも,周りを気にせず自分の好きなようにら、るまつている。 4 3 2 1
10私|は■周りの人が学ぶだけの値打ちのある長所を持|っている6 4 3 2 1
周りの人が私のことを良く思つてくれないと,落ち着かない気分になる。 4 3 2 1
12私は,自分‐で責任を持うて決断する|の|が好|きだ:‐ 4 3 2 1
13 周りの人長は,私の才能を認めてくれる。 4 3 2 1
14私は:1多くの人から尊敬される人間になりたい3 4 3 2
15 私はどんなことにも挑戦していくほうだと思う。 4 3 2
1161私|は:|1周り,の人に影響を,与|え|るこ―とがで
'き
るよ|う|な才能|を持う|ている: 4 3 2
17私は,人展をしたがわせられるようなえらい人間になりたい。 4 3 2 1
118これま―で私は自分め患う|と|おり生きて:き,た|し::今後もそうしたいと思う: 4 3 2
19私が言えば,どんなことでもみんな信用して<れる。 4 3 2 1
20 ここというと―きには:‐1私は人自につく.ことを進んでやつてみたい。 4 3 2 1
21 いつも私は話しているうちに,話の中心になつてしまう。 4 3 2 1
22私に接する1人はみんな11私.といぅ人間―を気に入0てくれ|るようだ。 4 3 2 1
23 私は,みんなの人気者になりたいと思つている。 4 3 2 1
24 私は:|1自己主1張が強いほうだ|と思う: 4 3 2 1




4 3 2 1
27 私は,自分独自のやり力を通すほうだ。 4 3 2 1
?? 自りの人達が自分|のことをよしヽ人間だというてくれ|る|ので,自分でもそうなんだと
忠|う:■||■|■■|■|■|■ ||‐■|■||:■|‐ ||■ |‐■■ 1  ■ |
?
3 2 1





































31 部活動をすることで,何かをやりとげているという実感が得られる。 4 3 2 1
32 親は私のよき理解者だし 4 3 2 1
33 自宅でもすすんで学習するようにしている。 4 3 2 1
34 何をしても失敗しそうで■,い配だ。 4 3 2 1
35 自分の進路のことを真剣に考えている。 4 3 2 1
36反人がい|るから1学校が楽:しいも 4 3 2 1
37 学校に相談できる先生がいる。 4 3 2 1
38 目標|をもつて部活動に参加している: 4 3 2 1




41 いつも緊張していてリラックスできない。 4 3 2 1
42 進路|につし―ヽて調べ|ている: 4 3 2
43 休み時間にいっしょに行動する反人がいる。 4 3 2 1
44学校に気軽に話せる.先生がいる。 4 3 2
45 部活動に意欲的に取り組んでいる。 4 3 2 1
46 私は家族に受けいれられていると思う。 4 3 2 1
47 勉強に積極的である。 4 3 2 1
48 自分が情けなく|て嫌になる。 4 3
?
1
49 自分の人生設計について考えることがある。 4 3 2 1
50昼食をいう.しよに食べる反人がいる: 4 3 2 1
51 学校の先生に親しみや温かさを感じる。 4 3 2 1
52 部活動を通|じて成長していると感‐|じている。 4 3 2
































54 苦手な教科の勉強も頑張ろうとしている。 4 3 2 1
55ちよう|lt/11111●|●ぐくさく|ます01 4 3 2 1
56 自分にあつた進路を考えている。 4 3 2 1
??
学校へ行‐くの|が楽しい: 4 3 2 1
58 学校の先生を信頼している。 4 3 2
59 部活動があ|る|か|ら1学1校が楽lt/いも 4 3 2
60 家族とよく話をする。 4 3 2
61 遊ぶときは遊び,勉強するときは勉強するというけじめがついている。 4 3 2
62反達からどう患わ|れているか気にな―り11不安である| 4 3 2
63 将来なりたい職業がある。 4 3 2 1
64 何でも話せる親|しい友人がいる: 4 3 2 1
65 学校の先生は私によく声をかけて<れる。 4 3 2 1
です。こ り C まヽした
